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回
、
和
歌
山
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ
た

　
　
　

の
は
、
昭
和
46
年
。
今
か
ら
43
年
前
の

こ
と
で
す
。「
第
26
回
国
民
体
育
大
会
（
愛
称
：

黒
潮
国
体
）」
の
ご
記
憶
の
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
岩
出
市
（
当
時
岩
出

町
）
で
は
、「
ク
レ
ー
射
撃
競
技
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
広
報
資
料
で
は
、「
黒
潮
国
体
を

成
功
さ
せ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
主
要
幹
線
道

路
沿
い
に
10
万
本
の
花
苗
の
植
え
込
み
を
行
っ

た
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や
、
河
川
や
道
路
な

ど
の
清
掃
活
動
、
日
本
脳
炎
や
、
赤
痢
な
ど
の

伝
染
病
が
流
行
ら
な
い
よ
う
に
一
斉
防
除
を
実

施
し
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
町
を
あ
げ

て
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
、
監
督
ら
を
お
迎

え
す
る
た
め
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
進
め
、

大
会
を
盛
り
上
げ
た
活
動
の
記
録
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

黒
潮
国
体
を
懐
か
し
む
・
・
・

　

ま
た
、
10
月
開
催
の
黒
潮
国
体
に
あ
わ
せ
、

5
月
に
は
、
現
在
の
岩
出
市
立
体
育
館
が
完
成

し
、
全
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
を
迎
え
模
範

演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
見
事
な
演
技
で
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。」「
大
勢
の
人
、
人
、
人

の
熱
気
で
、
一
杯
で
し
た
。」
と
記
さ
れ
、
当

時
の
町
民
の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
改
良
な
ど
の
都
市
基
盤
整

備
も
進
め
ら
れ
た
岩
出
町
は
、
昭
和
45
年
に

１
５
，
９
８
０
人
で
あ
っ
た
人
口
が
、
現
在
で

は
、
５
万
３
千
人
を
超
え
、
黒
潮
国
体
開
催
が

飛
躍
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

し
て
、
い
よ
い
よ
来
年
に
は
「
第
70
回

　
　
　

国
民
体
育
大
会
（
愛
称
：
紀
の
国
わ
か

や
ま
国
体
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
広
報
い
わ
で
10
月
号
で
も
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
会
期
は
、
来
年
９
月
26
日
か
ら

10
月
６
日
ま
で
で
、
全
国
か
ら
、
和
歌
山
県
に
、

岩
出
市
に
、
た
く
さ
ん
の
選
手
、
監
督
や
、
観

客
の
方
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

　

岩
出
市
で
は
、
こ
の
国
体
開
催
に

・
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
大
会

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
す
大
会

・
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
大
会

・
絆
を
深
め
る
大
会

　

の
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
の
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
盛

り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
開
催
を
単
な
る

競
技
大
会
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
岩
出
の

ま
ち
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
契
機

と
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
連
帯
感
を
深
め
、

元
気
な
岩
出
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

黒潮国体歓迎装飾の写真

①

②

③

①
当時の黒潮国体聖火到着式の様子
1971 年広報岩出 8 月号にて黒潮国体を成功さ
せよう と題された記事が掲載される

そ

【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

◀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
ポ
ス
タ
ー

②
③

　
　
き

い
ちゃん通信 VO.3

国体盛り上げ隊
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潮
国
体
か
ら
、
大
き
く
発
展
し
た
岩
出

　
　
　

の
ま
ち
で
、
今
国
体
で
は
、
訪
れ
る
皆

さ
ん
に
ど
ん
な
お
も
て
な
し
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

　
「
岩
出
の
魅
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。」「
岩
出

が
誇
れ
る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。」

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
動

き
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
、
国
体
を
成
功
さ

せ
、
元
気
な
岩
出
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

特  集

今

競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
日
程

第 19 回ジャパンオープンハンドボール
トーナメント

とき
ところ

8 月 9 日（土）・10 日（日）
岩出市立体育館（女子の部のみ）

内閣総理大臣杯・文部科学大臣杯争奪
第 43 回全国都道府県対抗ボウリング選手権大会

とき
ところ

11 月 6 日（木）～ 9 日（日）

紀の川ボウル

バドミントン日本リーグ 2014　
2 部リーグ　いわで大会
とき
ところ

11 月 22 日（土）～ 24 日（月）
岩出市民総合体育館

　
　
　

の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
大
会
イ
メ
ー
ジ

　
　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を

ご
存
知
で
す
か
？
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
き

い
ち
ゃ
ん
は
、
既
に
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

市
民
運
動
会
な
ど
で
も
活
躍
中
な
の
で
、
会
っ

た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
、
一
緒
に
お
聴
き
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
？
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
明
日

へ
と
」。
１
３
６
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
、
覚
え
や
す
く
、
だ
れ
も
が
親
し
み
や
す

い
曲
で
す
。

青い海～

リ

国
体
を
楽
し
も
う

黒

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う

　
　
　

年
、
県
内
各
地
で
紀
の
国
わ
か
や
ま
国

　
　
　

体
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
競
技
運
営
面
の
課
題

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
既
存
の
全
国
規
模
の

大
会
を
国
体
の
開
催
場
所
で
開
催
し
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
左
上
の
３
競
技
の
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
の
熱
い
戦
い
を
間

近
で
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
心
か
ら
の
お

も
て
な
し
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
体
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
盛

り
上
が
ろ
う

紀
　
　

作
詞
・
作
曲　

ウ
イ
ン
ズ
平
阪

　
　

歌
唱
者　
　
　

宮
本　

恵
梨
菜

　

昨
年
12
月
に
は
、
和
歌
山
県
ふ
る
さ
と
大
使

の
歌
手
坂
本
冬
美
さ
ん
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
完
成
。

　
「
ど
ん
な
曲
？
」
そ
ん
な
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ

ち
ら
で
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.w
akayam

a2015.jp/kokutai/

市
立
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
！

　
　
　

ハ
ー
サ
ル
大
会
や
国
体
に
向
け
、
昨
年

　
　
　

10
月
か
ら
着
工
し
て
い
た
岩
出
市
立
体

育
館
の
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
工
事
期

間
中
は
、
利
用
者
の
方
々
、
ま
た
体
育
館
周
辺

に
お
住
ま
い
の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
先 

国
体
準
備
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
８
６
）

・競技フロアの床の研磨と各種コ
　ートライン
・多目的トイレ設置及び男女トイ
   レの改修
・2 階観覧席ベンチシート補修
・放送室の移設
・車いす用スロープ

【主な改修内容】

キラーン！

‐
２
１
４
１
（
内
線
３
８
６
）

‐
２
１
４
１
（
内
線
３
８
６
）

ベンチシートが

新しい！

そうへぃちゃんも

お ・ も ・ て ・ な ・ し♪

青い空～♪
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施設名 管理担当係 電話番号等

岩出市中央公民館

生涯学習課
62-2141
内線 285

岩出地区公民館

山崎地区公民館

紀泉台地区公民館
根来地区公民館
(岩出市農業構造改善総合センター)
上岩出地区公民館
(岩出市農家高齢者創作館)
桜台地区公民館
船山地区公民館
（岩出地区水田利用再編対策研修指導施設）
岩出市陶芸館

大宮緑地総合運動公園

生涯学習課

スポーツ健康係

（総合体育館内）

62-0370

若もの広場

根来総合運動広場

岡田スポーツ広場

岩出市立市民総合体育館

岩出市立体育館

岩出市立武道場

民俗資料館 民俗資料館 63-1499

岩出小学校

教育総務課
62-2141
内線 293

山崎小学校

山崎北小学校

根来小学校

上岩出小学校

中央小学校

岩出中学校

岩出第二中学校
岩出市総合保健福祉センター
（あいあいセンター） 保健推進課 61-2400

サンホール

総務課
62-2141
内線 131

岩出地区コミュニティセンター

上岩出地区コミュニティセンター

いわで御殿 長寿介護課
62-2141
内線 189

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
使
用
料
・
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
以
下
に
掲
げ
る

施
設
を
は
じ
め
と
し
た
施
設
等
の
使
用
料
が
改

定
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
な
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
も
し

く
は
施
設
管
理
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

岩
出
市
役
所　

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

　

http://w
w
w
.city.iw

ade.lg.jp

施設名・管理担当係・連
絡先などは、表を参考に
してください。

消費税 3％分が
上がるのね！

施
設
等
使
用
料

 

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
変
更
に
伴
い
、
使
用
料
・
料
金
が
変
わ
り
ま
す

岩出市立体育館

岩出市総合保健福祉センター

民俗資料館

岩出地区公民館

サンホール

改 正

（施設名・管理担当係一覧表）
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水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
26
年
3
月
31
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
水

道
・
下
水
道
を
ご
使
用
の
場
合
は
、

▽
偶
数
月
検
針
地
区

　

平
成
26
年
３
・
４
月
分
ま
で　

　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

５
％

　

平
成
26
年
５
・
６
月
分
か
ら　

　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

８
％

▽
奇
数
月
検
針
地
区

　

平
成
26
年
４
・
５
月
分
ま
で　

　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

５
％

　

平
成
26
年
６
・
７
月
分
か
ら　

　
　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

８
％

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

種 別
基 本 料 金 超 過 料 金

水量（㎥） 料金（円）
    （1㎥につき）

（円）

家庭用 20 2,160
21 ～ 60　129
61 以上　  162

公共用 40 5,610 41 以上　162

営業用 40 6,260 41 以上　194

工事業用 400 62,640 401 以上　194

臨時用 20 3,240 21 以上　194

浴場用 600 41,040 601 以上　194

共用給水装置 20 2,160
21 ～ 60　129
61 以上　162

種 別
基 本 料 金 超 過 料 金

排除汚水量（㎥）料金（円）（1㎥につき）（円）

一般汚水 20 2,160
21 ～ 60　174
61 以上　  200

（料金表）

水道料金（2 ヶ月）

下水道使用料金（2 ヶ月）

（消費税 8％含む）

（消費税 8％含む）

口  径 分担金（円）
13 210,000
20 735,000
25 1,470,000
30 1,890,000
40 4,515,000
50 7,875,000
75 18,291,000
100 39,007,000
仮設 21,000

口  径 分担金（円）
13 216,000
20 756,000
25 1,512,000
30 1,944,000
40 4,644,000
50 8,100,000
75 18,813,600
100 40,122,000
仮設 21,600

　

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
，
０
５
０
円

が
、
１
，
０
８
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
工
務
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
５
７
・
２
６
９
）

旧 新 （消費税 8％含む）（消費税 5％含む）

　

市
立
小
中
学
校
の
給
食
費
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
い
わ
で
２
月
号
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
総
務
課　

学
校
給
食
係　

    

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
４
）

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

 http://w
w
w
.city.iw

ade.lg.jp

給
食
費

水
道
加
入
分
担
金

（岩出市上水道加入分担金一覧表）

水
道
施
設
分
担
金

○
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業
務
課　

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
６
７
・
２
９
５
）

　

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
に
使
用
を
開
始
さ
れ
た
場
合
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
は
８
％
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
業
務
課　

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
６
７
・
２
９
５
）

1 食あたり

給食

上がります！
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news
iwade

お
花
見
シ
ー
ズ
ン
の

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け

て
、
根
来
寺
周
辺
の
お
花
見
に
よ
る

交
通
渋
滞
の
影
響
で
、
岩
出
市
巡
回

バ
ス
（
東
巡
回
コ
ー
ス
）
及
び
大
阪

方
面
路
線
バ
ス
（
近
畿
大
学
・
根
来

寺
経
由
便
）
で
は
運
行
の
遅
延
が
予

想
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

特
に
週
末
に
は
大
幅
な
運
行
の
遅

延
が
予
想
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

ま
た
、
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
コ
ー
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
は
困
難

と
な
り
ま
す
。
お
花
見
の
期
間
中

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
バ
ス
那
賀
株
式
会
社

　

℡
75
‐
２
１
５
１

　

岩
出
市
役
所 

総
務
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１(

内
線
１
３
１
）

　

大
会
当
日
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
地
図
の
黒
色
部
分
の
道
路
を
ご
利
用
さ

れ
る
方
お
よ
び
コ
ー
ス
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
周
辺
に
お
住
い
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
参
加
選
手
に
対
す
る
温
か
い
ご

声
援
も
併
せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
※
交
通
規
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
競
技
進
行

の
状
況
に
よ
り
若
干
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。〕

交通規制〈平成２６年３月９日 ( 日 ) 実施〉午前９時～午前１１時４０分予定

（注）交通規制解除につきましては、最終ランナー通過後、速やかに復旧し解除します。

「第８回岩出マラソン大会」開催に伴う
交通規制のお知らせとお願い

保護者の皆様へ

しゅっぱ～つ！

岩出市巡回バス（東巡回コース）
根来寺周辺

県
道
泉
佐
野
岩
出
線

県道粉河加太線

市道山水栖線（農免道路）

至泉南市

岩出図書館
根来寺

ii センター

緑花センター

根来公園墓地前

上岩出コミ桜
台

交通公園

新田広芝南

野上野南

南大池

さくら公園

根来

市道（旧広域農道）

川尻三叉路
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保護者の皆様へ

教 育委員会のウェブサイトを
リニューアルしました！

　今後も随時内容を充実させていく予定ですので、

ぜひご覧ください。

○問い合わせ先　教育総務課
　℡ 62 ‐ 2141（内線 275）

保護者の皆様へ保護者の皆様へ

平成 25 年度卒業式

　小学校３月 20 日（木）

　　午前９時から

　中学校３月７日（金）

　　午前９時 30 分から

平成 26 年度入学式

　小学校４月８日（火）

　　午前９時 30 分から

　中学校４月８日（火）

　　午後１時 30 分から

　平成 26 年度に小学校へ入学される児童の皆さんは、平

成 19 年４月２日から平成 20 年４月１日までに生まれた

方です。

　小・中学校へ入学される児童・生徒の保護者の皆様には、

入学通知書を発送させていただいておりますが、万一、通

知書の届いていない方は、下記までご連絡下さい。

○問い合わせ先　教育総務課 学校教育係
　　　　　　　　℡ 62 ‐ 2141（内線 276）

小・中学校卒業式・

入学式のご案内

　経済的理由によりお子さまの小・中学校への就学
がお困りの保護者の方に、学用品購入費等の必要な
費用の一部を援助します。
○次のいずれかに該当し、就学援助を希望される保
護者の方は、申請書等を学校へ提出してください。
ただし、同居の方の所得状況により援助が受けられ
ない場合があります。
・児童扶養手当を受給している方

・障害者、寡婦（特別の寡婦）、寡父のいずれかで、
　前年の合計所得金額 125 万円以内の方
・国民年金保険料を減免されている方
・平成 25 年度以降に生活保護を停止又は廃止され
　た方
・災害等により市民税・個人事業税・固定資産税の
　いずれかを減免された方
・岩出市国民健康保険税減免に関する規則により減
　免された方
○問い合わせ先
　各小・中学校又は教育総務課 学校教育係
　℡ 62 ‐ 2141（内線 275）

小・中学校就学援助制度

入学式のご案内入学式のご案内

○子どもと一緒に通学路の点検を！
　お子様と一緒に通学路を歩き、お子様の目線で安全

確認箇所を具体的に指導してください。

『点検ポイント』
・道順や歩行場所を確かめる。

・見通しの悪い場所と安全確認方法を指導する。

　子どもの目線は低いです。遠くの車も見るよう指導

しましょう。

　「止まる」「見る」「待つ」を徹底させましょう。

・信号の意味や利用方法を指導する。

　自ら模範行動をとり、良いお手本を見せましょう。

○自転車乗車の注意点！
・乗車の練習は、車のこない公園などで行いましょう。

　低学年での無理な乗車は危険です。

・駐輪する場所や、駐輪時の鍵かけを指導しましょう。

○水の事故・火災事故から守るための注意点！
・子どもだけで水遊びや火遊びをさせないでください。

・水遊び、火遊びをさせる時は、絶対に子どもから目を

　離さないようにしましょう。

・遊ぶ際の注意点やマナーを教えながら遊びましょう。

・自宅周辺の水のある場所、特に「危険」「立入禁止」　      

   の看板のある場所に近づかないよう指導しましょう。

○不審者から身を守る注意点！
・知らない人にはついて行かない。

・できるだけ複数人で行動する。

・人
ひとけ

気のない場所での遊びをしない。

　地域全体で子どもを事故・事件から守りましょう。

○問い合わせ先　
　岩出警察署　℡ 63‐ 0110

子どもを事故や事件から守るための入学準備

○子どもと一緒に通学路の点検を！
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　からのお知らせ

図
れ
た
こ
と
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
、
こ
の
制
度
は
一
定
の
目
的
を
果

た
し
た
も
の
と
し
て
、
既
に
多
く
の

自
治
体
が
廃
止
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
度
で
廃
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
制
度
の
廃
止
に
よ
り
生

じ
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
早
期
納
税
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
制
度

廃
止
へ
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
第
１
期
の
納
期
に

全
期
分
の
税
額
を
併
せ
て
納
付
し
た

場
合
、
市
税
に
未
納
が
な
い
な
ど
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
報

奨
金
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
戦
後
の
混
乱
期
の
中
、

早
期
税
収
の
確
保
や
納
税
意
欲
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
市
の
早
期
財

源
確
保
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
期
分
を
納
付
で
き
る

方
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
、
不
公
平
感

が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
近
年
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
る
納
付

が
整
備
さ
れ
、
納
税
意
識
の
向
上
が

平成 25 年度まで
報奨金交付率１．０／１００
（第 2 期の納税額の 15％）

平成 26 年度
報奨金交付率０．５／１００
（第 2 期の納税額の 7.5％）

平成 27 年度から

廃　止

は
お
済
み
で
す
か
？

確

定

申

告

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
控
除
内
容
に
変
更
や
追
加
が
あ
る

場
合
は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
複
数
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

合
計
額
で
す
。

粉
河
税
務
署 

の 

申
告
会
場

◆
場
所　

紀
の
川
市
商
工
会
館　

　
（
粉
河
駅
南
側
）
紀
の
川
市
粉
河
８
７
８
‐
２

＊
申
告
会
場
で
は
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
時
期　

3
月
17
日
（
月
）
ま
で　
　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

＊
会
場
の
都
合
に
よ
り
な
る
べ
く
午
後
４
時
ご

ろ
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
の
問
い
合
わ
せ
先

　

粉
河
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　
　

　

℡
73
‐
３
３
０
１

※
音
声
案
内
に
従
っ
て
電
話
機
を
操
作
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
会
場
へ
の
直
接
の
お
問

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

岩
出
市
役
所 

の 

相
談
会
場

●
場
所　

岩
出
市
役
所　

３
階
第
６
会
議
室

●
開
設
時
期　

3
月
17
日
（
月
）
ま
で

　

午
前
9
時
30
分
〜
12
時

　

午
後
１
時
〜 

４
時

   （
土
・
日
は
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

公
的
年
金
等 

を 

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
以
下
（
＊
）
で
、
か
つ
公
的
年
金
等

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

3
月
3
日
（
月
）
〜
3
月
17
日
（
月
）
ま

で
の
間
は
、
市
役
所
職
員
の
み
の
対
応
と
な

り
ま
す
の
で
、
粉
河
税
務
署
職
員
に
相
談
さ

れ
た
い
方
や
確
定
申
告
書
の
受
付
印
が
必
要

な
方
は
、
紀
の
川
市
商
工
会
館
（
粉
河
駅
南

側
）
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡
所

得
及
び
贈
与
税
の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、市
役
所
で
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
自
身
で
申
告
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご 
注 
意

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
の
見
直
し

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら

を
行
い
ま
す
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からのお知らせ

　

平
成
26
年
度
か
ら
納
期
限
を
、

5
月
31
日
に
変
更
し
ま
す
。

　

納
期
限
変
更
に
伴
い
、
納
税
通
知

書
は
5
月
上
旬
頃
の
発
送
予
定
で

す
。
口
座
振
替
日
も
5
月
31
日
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の

　

納
期
が
変
わ
り
ま
す

廃
車
手
続
な
ど
の

　
　

申
告
を
忘
れ
ず
に

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
、
譲
渡
、
盗
難
、
又
は
住
所

変
更
等
、
申
告
し
た
事
項
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
窓
口
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
警
察
署
に
届
け
出
た
う
え

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

○
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
cc
以
下
）

　

税
務
課 

市
民
税
係　
　

　
（
内
線
１
４
１
〜
１
４
４
）

○
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車

　

和
歌
山
運
輸
支
局　

　

℡
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
６
５

○
軽
自
動
車

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

　

℡
０
７
３
‐
４
３
３
‐
４
６
５
５（
代
）

乗
用
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
を
お
持

ち
の
み
な
さ
ま
へ

　

乗
用
装
置
付
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
運
搬
車
両
等
の
農
耕
作
業

用
自
動
車
は
、
バ
イ
ク
、
軽
乗
用
車

と
同
じ
く
、
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り

小
型
特
殊
自
動
車
の
農
耕
作
業
用

（
年
税
額
１
，
５
０
０
円
）
と
し
て

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な
り
、

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
購
入
さ
れ
た
場
合
や
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
農
耕
作
業
用
自
動
車
を
所
有

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
の
書
類
等

を
お
持
ち
の
う
え
、
速
や
か
に
税
務

課
に
て
手
続
き
を
行
い
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
車
両
に
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

①
認
印

②
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

③
販
売
証
明
書
ま
た
は

　

廃
車
証
明
書
と
車
台
番
号
の
石
刷

り
（
車
台
番
号
に
紙
を
あ
て
、
鉛
筆

等
で
こ
す
っ
て
転
写
し
た
も
の
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
が
所

有
す
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
が
適
正

で
あ
る
か
判
断
で
き
る
よ
う
、
土

地
・
家
屋
の
価
格
等
を
記
載
し
た「
縦

覧
帳
簿
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、「
縦
覧
帳
簿
」
を

複
写
し
て
交
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
縦
覧
期
間

　

4
月
1
日（
火
）〜
6
月
2
日（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
平
日
の

午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5
時
30
分
）

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

■
縦
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ

　

の
同
一
世
帯
の
方

・
本
人
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
方　

　
（
※
代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
か

　

ら
の
委
任
状
（
同
意
書
）
が
必
要

　

で
す
。）

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運
転

　

免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）　
　

・
印
鑑

■
手
数
料　

無
料

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
等

は
、
土
地
・
家
屋
の
価
格
や
税
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
課
税
台
帳
を
１
年

間
を
通
じ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
と
そ

　

の
同
一
世
帯
の
方

・
本
人
か
ら
の
委
任
を
受
け
た
方

・
借
地
人
・
借
家
人
（
対
価
が
支
払

　

わ
れ
て
い
る
者
に
限
る
）

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
運
転

　

免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）　
　

・
印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
本
人
か
ら
の
委

任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
の
場
合
は

契
約
書
等
の
権
利
の
資
格
を
確
認
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

２
０
０
円
（
た
だ
し
、

　

縦
覧
期
間
中
に
限
り
無
料
）

建
物
の
現
地
調
査
及
び

土
地
の
現
況
確
認
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す

公
平
・
公
正
な
課
税
を
図
る

た
め
、
税
務
課
の
職
員
が
建

物
の
現
地
調
査
及
び
土
地
の

現
況
確
認
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
法
務
局
で
の
登

記
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
建
物
を
新
築
・
増
改
築
・
滅
失
（
取

壊
し
）
さ
れ
た
場
合　
　
　
　
　
　

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
さ
れ
た

場
合

●
相
続
等
さ
れ
た
場
合

※
平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
は
、
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ごみの分別と資源化にご協力ください！

　岩出市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

福  祉  加  算  配  布 ▼福祉加算配布の無料配布枚数（該当者１人当たりの 3 月申請分の配布枚数）

対　象　者 申請に必要な書類 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

身体障害者手帳（１級または２
級）の交付を受けている方で、
おむつを使用している方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・身体障害者手帳

20枚 14枚 10枚

要介護４または５の認定を受け
ている方で、おむつを使用して
いる方

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑
・要介護認定通知書、又は介護保険証

20枚 14枚 10枚

常時おむつを使用している方
　

・おむつの領収書（レシート可）
・追加で配布を必要とする方の印鑑

20枚 14枚 10枚

　右の該当者には各世帯

の人数に応じた無料配布

枚数に加えて生活環境課

窓口にて本人または家族

等により申請をいただい

た上でごみ袋を配布して

います。 ただし、申請は
年 1回のみで、申請時に
袋の大きさを選んでいた
だきます。

清掃ボランティアをしてくださる団体
にごみ袋の配布をしています！

　岩出市内の道路、河川、公園等の公共区域の清掃をして

いただけるボランティア団体には、市役所にて事前に申請

をいただいた上で、清掃ボランティア用（黄色）のごみ袋

を配布しています。ただし、清掃後に余ったごみ袋は返却

していただきます。

○対象となる団体　区・自治会、子ども会、老人会、
　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体　

　等。

○申請受付　随時受け付けています。

集団資源回収活動を始めませんか？

○対象品目　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、
　ペットボトル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイ

クル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが

自主的に回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。 

　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

　家庭から発生する古紙等を集団で資源回収する団体に

対して、その回収量に応じて奨励金を交付させていただ

く制度がありますので、ぜひご利用ください。

○交付の対象となる団体　自治会、子ども会、老人会、
　ＰＴＡ、その他営利を目的としないボランティア団体等。

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏あたり４円です。
○奨励金の交付を受けるには　事前に団体登録が必要で
　すので、詳しくは市役所生活環境課までお問い合わせ

　ください。

○団体登録受付　随時受け付けています。

集団資源回収活動を始めませんか？

　家庭から発生する古紙等を集団で資源回収する団体に

対して、その回収量に応じて奨励金を交付させていただ

資   源

第 1 回粗大ごみ収集のお知らせ
　家庭で不用になった粗大ごみの収集を５月から

６月にかけて実施します。

　詳細は、広報いわで４月号に掲載しますのでご

注意ください。

平成26 年度
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私
た
ち
が
普
段
使
用
し
て
い
る
家

電
製
品
は
、
少
し
の
努
力
に
よ
っ
て

節
電
が
可
能
で
す
。
特
に
、冷
蔵
庫
・

照
明
器
具
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
は
、

こ
の
４
つ
だ
け
で
家
庭
全
体
の
電
気

消
費
量
の
４
割
か
ら
５
割
を
占
め
ま

す
。
こ
れ
ら
を
使
用
の
際
に
、
節
電

に
意
識
的
に
取
り
組
む
だ
け
で
も
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
節
電
量
が
小
さ
く

て
も
、
み
ん
な
が
行
う
こ
と
で
、
大

き
な
節
電
と
な
り
、
ひ
い
て
は
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
で
き
ま
す
。
次

の
実
践
例
を
も
と
に
、
私
た
ち
に
出

来
る
無
理
な
い
省
エ
ネ
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
冷
蔵
庫
の
開
け
閉
め
を
最
小
限
に

す
る
。
ま
た
、
も
の
を
詰
め
こ
み
す

ぎ
な
い
。

②
照
明
の
強
度
を
抑
え
る
。
ま
た
、

こ
ま
め
に
消
灯
す
る
。

③
省
エ
ネ
モ
ー
ド
等
を
利
用
し
て
、

画
面
の
明
る
さ
を
調
節
す
る
。

④
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
１
度
上

げ
る(

下
げ
る)

。
ま
た
、
こ
ま
め

に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を
行
う
。

「
家
庭
で
出
来
る
無
理
な

い
省
エ
ネ
」

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
70
回
目

資
源
ご
み
の
指
定
袋
で
の
排
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

岩
出
市
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
衣
類
に
つ
い
て
は
、
岩
出
市

指
定
の
「
資
源
ゴ
ミ
兼
用
袋
」（
赤

字
）
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
有
料

化
以
前
の
一
般
ゴ
ミ
袋
（
黒
字
）

も
資
源
ゴ
ミ
袋
と
し
て
使
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
の

袋
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
袋
へ
は
、
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
衣
類
の
種
類
毎
に
分
別

し
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、「
ご
み
の
分
別
冊
子
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
レ
ジ
袋
等
の
指
定
袋
以
外
の
袋

等
で
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

※
ご
み
の
分
別
冊
子
の
内
容
は
、

岩
出
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
生
活

環
境
課
の
窓
口
で
も
直
接
配
布
し

て
お
り
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
掲
載
は
、

ご
み
・
環
境
・
衛
生
の
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル
↓
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
の
中
に
載
せ
て
い
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
活
環
境
課　
　

　

℡
62
‐
２
１
４
１

（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
・
１
９
０
）岩出市指定資源ごみ袋

4 月 7日（月）
山崎地区公民館   9：30 ～ 10：40
鴨沼団地集会所 11：00～ 12：00
紀泉台地区公民館 13：30～ 15：00

4 月 8日（火）
根来地区公民館   9：30 ～ 10：40

東児童公園（西国分）11：00～ 12：00
上岩出地区公民館 13：30～ 15：00

4 月 9日（水）
岩出市民総合体育館   9：30 ～ 10：40
船山地区公民館 11：00～ 12：00
岩出地区公民館 13：30～ 15：00

　
　

ま
た
、
生
後
91
日
以
降

　

の
す
べ
て
の
犬
は
、
必
ず

　

畜
犬
登
録
が
必
要
で
す
。

《集合注射日程》

飼
い
主
の
方
に

お
願
い
だ
ワ
ン
！

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
狂
犬
病

の
国
内
で
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
、
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
1

回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
狂

犬
病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

(

次
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
場
合
は
、

付
近
の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と

　
　
　
　

が
で
き
ま
す
。)

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
こ
の
機
会
に
登
録
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

毎年 1 回！一生に 1 回！
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生活環境課からのお知らせ

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

　

ご
み
の
な
い
街
・
き
れ
い
な
街

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

3月
の不燃物
と

資源ごみの
回収予定日

回収区域
不燃物

（カン・ビン類）
資源ごみ

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
    5日・19日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
  12日・26日

（第２・４水曜日）
毎週木曜日

＊
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ

レ
ー
缶
等
は
、
火
災
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
に
な
る
場
合
は
、
新
風
吹
ト
ン
ネ

ル
を
大
阪
方
面
に
進
行
し
、
出
口
の

信
号
で
右
折
し
、
旧
道
を
右
折
し
て

く
だ
さ
い
。（
交
差
点
に
注
意
）

●
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
通

行
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
事
業
者
が
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
廃
棄
物
を
搬
入
処
理
す
る
場

合
は
、
登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録

は
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。）

○
ご
注
意

　

資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中

に
粗
大
ご
み
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
は

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
「
衣
類
」
に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、

カ
ー
テ
ン
等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
に
含
ま
れ
な

い
も
の
は
可
燃
性
粗
大
ご
み
で
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
込

い
た
だ
く
か
、
年
２
回
の
粗
大
ご
み

回
収
時
期
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

・
生
活
環
境
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

・
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
62
‐
０
８
１
４

○
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
は
、
岩
出
市

内
の
ご
み
に
限
り
ま
す
。

　
「
持
ち
込
み
ご
み
申
請
書
」
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
免
許
証
等
に
よ

る
住
所
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
は
】

・
月
〜
金　

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

・
土
曜
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

 　
　
　
（
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

＊
搬
入
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
、
事
業
系
の
廃
棄
物
と
の
判
別
が

む
ず
か
し
い
場
合
は
、
住
宅
地
図
に

よ
り
排
出
先
の
確
認
し
ま
す
。

●
市
内
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
（
排
出
者
）
は
、
自
己
の
責

任
で
廃
棄
物
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。（
廃
掃
法
第
３
条
）

●
事
業
者
自
ら
が
搬
入
し
処
理
を
依

頼
す
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回

（
新
た
に
設
置
、
又
は
、
構
造
及
び

規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
使
用
開
始
後
３
ヶ
月
経
過
し
た

日
か
ら
５
ヶ
月
の
間
に
１
回
）
水
質

に
関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
手
数
料
の
料
金
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

11
条
検
査
手
数
料
（
５
〜
10
人
槽
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
５
，
８
０
０
円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
５
，
８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と

５
０
０
円
の
値
引
き
制
度
が
あ
り
ま

す
。

○
検
査
申
し
込
み

　

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐
６
４
３
３

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い

る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が
低

下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、
清
掃
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
毎

年
１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
許
可
業
者
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム(

浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正

し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、

近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か

り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚

染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。　
　

　

定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定
検

査
、
清
掃
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水
が
基

準
値
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点

検
は
、
和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
専
門
の
登
録
業
者
に
委
託
し
ま

し
ょ
う
。

お宅の浄化槽は
大丈夫ですか？

点検 検査 清掃
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保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　国保・年金係　内線192・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
備
え
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
も
の

で
、
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
保
険
証
に
替
え
て

　
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す

　
「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と
、

①
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合
と
同

様
に
国
保
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払
い
、

後
日
国
保
・
年
金
係
へ
申
請
を
す
れ

ば
、
保
険
給
付
分
の
払
い
戻
し
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
払
い
戻
し

額
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
預
貯
金
や
給
与
等
を
差
し
押
さ
え

ま
す

　

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
預
貯
金
等
は

お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
国
保
・
年

金
係
ま
で
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
災
害
等
に
よ
り
納
付
困
難

な
と
き
は
、
税
・
延
滞
金
の
減
免
、

一
部
負
担
金
の
免
除
に
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

国
保
・
年
金
係

              （
内
線
１
７
６
・
１
８
７
）

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

夜間納税相談

13 日（木）
27 日（木）

（後期高齢者医療保険料
の相談もできます）

午後 8 時まで

3月

窓口

退職（失業）された方へ
～厚生年金等の加入資格を失ったときは、国民年金への加入が必要です～

　会社員や公務員等（厚生年金・共済組合等の加入

者）及びその被扶養配偶者は、退職（失業）して失

職すると夫婦ともに国民年金の「第１号被保険者」

への手続きを行い国民年金保険料を納める必要があ

ります。

（※第１号被保険者は、原則として 20 歳以上 60 歳

未満の方となります。）

　国民年金には、１年分または、６ヶ月分など保険

料を前納すると割引になる制度があります。（口座

振替のみ２年前納も始まることになりました。）

　また、保険料を納めることが経済的に困難な場

合、申請により、一定の基準に該当すれば、保険料

の納付を免除できる制度があります。

○問い合わせ先　国保・年金係（内線 192）
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からのお知らせ

よ
び
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
・
２
級
・

　

３
級
及
び
４
級
の
一
部
）

■
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
・
２
級

■
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
級
・
２
級

■
障
害
年
金
１
級
・
２
級

※
た
だ
し
、
平
成
18
年
8
月
1
日
以

降
に
65
歳
以
上
で
初
め
て
右
記
に
該

当
す
る
障
害
に
認
定
さ
れ
た
方
は
、

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業

　

離
婚
、
死
亡
な
ど
で
、
18
歳
（
18

歳
以
降
最
初
に
迎
え
る
3
月
31
日
）

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶

者
の
な
い
父
ま
た
は
母
及
び
そ
の
児

童
の
入
院
、
通
院
に
係
る
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。
父
ま
た
は
母

が
一
定
の
障
害
に
あ
る
家
庭
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

○
老
人
医
療
費
助
成
事
業

　

67
歳
〜
69
歳
ま
で
の
方
で
、
資
格

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
2
割
（
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
は
1
割
）
負

担
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
係

　
　
　
　
（
内
線
１
６
７
・
１
８
４
）

　

医
療
費
助
成
事
業
は
、
申
請
に
よ

り
対
象
者
に
受
給
者
証
を
発
行
し
、

医
療
費
の
助
成
を
行
う
制
度
で
す

（
保
険
適
用
外
の
治
療
費
・
文
書
代
・

予
防
接
種
・
検
診
・
入
院
時
の
食
事

代
な
ど
は
助
成
の
対
象
外
で
す
）。

す
べ
て
の
制
度
に
そ
れ
ぞ
れ
「
所
得

制
限
」
や
「
資
格
要
件
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

市
に
居
住
す
る
子
ど
も
の
入
院
、

通
院
に
係
る
医
療
費
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

仮
徴
収
っ
て
？

各
種
医
療
費
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

小
学
校
就
学
前

（
6
歳
以
降
最
初
に
迎
え
る

　
　
　
　
　
　

3
月
31
日
ま
で
）

入
院
及
び
通
院

小
学
生

（
12
歳
以
降
最
初
に
迎
え
る

　
　
　
　
　
　

3
月
31
日
ま
で
）

入
院
の
み

○
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費

助
成
事
業

　

以
下
の
障
害
等
級
の
う
ち
い
ず
れ

か
を
お
持
ち
の
方
の
入
院
、
通
院
お

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

Q
＆

A

4
月
か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

Q
　

仮
徴
収
と
は
、
年
間
保
険
料

の
計
算
前
に
、
保
険
料
の
年
金

天
引
き
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、
毎
年
7
月
に
年

間
保
険
料
を
計
算
し
て
い
ま
す

が
、
7
月
の
計
算
を
待
っ
て
年

金
天
引
き
を
開
始
す
る
と
、
10

月
・
12
月
・
2
月
の
3
回
で
年

間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
と
な

り
、
1
回
の
保
険
料
額
が
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
仮
に
計
算
し

た
金
額
で
年
金
天
引
き
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
保
健
医
療
係
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
預
金
通
帳

・
通
帳
の
届
出
印

※
手
続
き
後
、
年
金
天
引
き
が
中
止

さ
れ
る
ま
で
数
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

6
月
の
年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
方

は
、
4
月
7
日
（
月
）
ま
で
に
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
便
局
で
口
座

振
替
の
申
込
み
を
先
に
行
っ
て
か
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
医
療
係　
（
内
線
１
８
３
）

②
平
成
25
年
10
月
1
日
ま
で
に

新
た
に
岩
出
市
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
に
な
っ
た
方
で

一
定
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

4
月
か
ら
初
め
て
年
金
天
引
き

が
開
始
す
る
方
に
は
、
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

AQ
４
月
の
年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
に
な
る
の
は
？

A
　

保
険
料
が
年
金
天
引
き
に
な

る
方
は
、

①
平
成
26
年
2
月
ま
で
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
年
金
天
引

き
さ
れ
て
い
た
方
（
仮
徴
収
額

は
、
2
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
金
額
と
同
じ
で
す
。）

Q
年
金
天
引
き
に
な
ら
な
い

の
は
？

　

年
金
天
引
き
に
な
ら
な
い
方
は

①
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
、
年

金
額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
方

③
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
方
法
へ
変
更
申
し

出
を
さ
れ
た
方

な
ど
で
す
。
平
成
25
年
度
に
、

保
険
料
の
還
付
等
に
よ
り
年
金

天
引
き
が
中
止
に
な
っ
た
方

も
、
4
月
の
年
金
か
ら
の
天
引

き
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

AQ
仮
徴
収
が
開
始
す
る
月
は

4
月
だ
け
？

　

仮
徴
収
が
6
月
か
ら
開
始
す

る
方
も
い
ま
す
。
対
象
者
に
は

仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
口

座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）
と
口
座
振
替
の
選
択
制

に
つ
い
て
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

平成26年3月分 平成26年4月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児
  24日（月）

 平成25年 11月生まれ
 21日（月）

  平成25年 12月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

  25日（火）  22日（火）

７か月児
  18日（火）

 平成25年  8 月生まれ
 15日（火）

  平成25年  9 月生まれ 13：00～13：15
  19日（水）  16日（水）

１歳8か月児
  11日（火）

 平成24年  7 月生まれ
   8日（火）

  平成24年  8 月生まれ 13：00～13：15
  12日（水）    9日（水）

３歳６か月児
    7日（金）

 平成22年  8 月生まれ
 11日（金）

  平成22年  9 月生まれ 13：00～13：30
  14日（金）  18日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児
  11日（火）

 平成25年  4 月生まれ
   8日（火）

  平成25年  5 月生まれ 9：00～9：30
  12日（水）    9日（水）

２歳６か月児
    7日（金）

 平成23年  8 月生まれ
 11日（金）

  平成23年  9 月生まれ 9：00～9：30
  14日（金）  18日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

10日（月）
ママの体操
赤ちゃん体操

23日（水）

歯の健康について
妊婦体操
新生児赤ちゃん、産後うつ
について

  9:45～10:00

  　(予約制）

栄
養
教
室

離乳食 17日（月） 離乳食について 14日（月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等について
の相談

毎週月曜日
健康や育児等についての
相談

9:30～11:00

　  
  2日（日） 岩出市総合保健福祉セン

ター（ふれあいまつり）

  8日（土）
オークワミレニアシティ

岩出店

保健事業予定表（平成 26 年 3 月・4 月分）

日程・場所はテレビか
らでも確認できます。

○確認方法　テレビ和
歌山→dボタンを押す→
「けんけつ＋ちゃんねる」

献　血
10：00～12：00                       
13：00～16：00
オークワミレニアシ
ティ岩出店は16:30
まで実施
一般献血（16～ 69歳）
65歳以上の方は 、 60～
64歳のときに1回でも
経験のある方

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認の
うえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合
がありますので、電話が通じない
ときは消防署　（℡ 61-1791）に
お問い合わせください。

月 日 曜 歯  科  医  院  名 住     所（診療所） TEL
　
　
　

   　

3
月

2 日 水崎歯科医院 岩出市宮 67-4 62-9898

9 日 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原 248-8 64-8111

16 日 えのき歯科 岩出市西国分 529-4 63-3763

21 金 安村歯科医院 紀の川市名手市場 161-2 75-2202

23 日 青木歯科医院 岩出市吉田 257-1 61-0889

30 日 田原歯科 紀の川市貴志川町前田 86-7 64-1080

３
月
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ど
も
の
予
防
接
種
週
間

岩

出

市

伊藤内科 69-2121

宇野内科 62-2101

おおみや診療所 61-6151

かきはら胃腸科内科 61-2600

木下こどもクリニック 61-1288

こだま小児科 69-2366

根来こどもクリニック 61-3000

畑産婦人科・小児科 63-0077

山入こどもクリニック 61-2500

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
か
ら
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
予
防
接
種
を

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

★
予
防
接
種
週
間
の
期
間
中
、
下
記

の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
つ
け
ま
す
。
ま
た
、

時
間
外
や
土
・
日
曜
日
の
接
種
も
受

け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

接
種
で
き
る
時
間
や
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
は
各
医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
接
種
を
受
け
る
と
き
は
必

ず
事
前
に
医
療
機
関
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

3
月
1
日
～
7
日

子

予
防
接
種
週
間
の
医
療
機
関

　

対
象
者
の
方
に
は
、
予
診
票
等
郵

送
し
て
い
ま
す
。
接
種
期
限
で
あ
る

3
月
31
日
（
月
）
を
過
ぎ
ま
す
と
接

種
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
前
に
必
ず
実
施
医
療
機
関
に

予
約
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

注
意
事
項
を
読
み
、
予
診
票
と
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
、
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

平
成
25
年
度
DT
（
2
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
、
MR(

風
し
ん

・
麻
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン)

2
期
の
接
種
期
限
迫
る

　　

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
を
中
心
に
県

内
で
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、

胎
児
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、

難
聴
等
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
緊
急
対
策

と
し
て
平
成
25
年
度
単
年
度
の
予
定

で
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

※
助
成
申
請
済
み
で
、
未
接
種
の
方

が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
接
種
期
限
は

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

●
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。「
妊
婦

の
夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認

書
類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要

で
す
。
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種

の
場
合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の

上
、
接
種
後
に

・
領
収
書
原
本
（
接
種
者
名
・
接        

　

種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の
記  

3
月
31
日
ま
で
期
限
迫
る
！

　

載
が
あ
る
も
の
）

・
接
種
者
名
義
の
通
帳                          

・
母
子
健
康
手
帳 （
妊
婦
の
夫
の
み
）

・
認
印

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
接
種
費
用
助
成
期
間

　

平
成
25
年
5
月
21
日
〜
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
の
接
種
分

※
平
成
25
年
5
月
20
日
以
前
の
接
種

分
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方

（
１
）
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

（
２
）
妊
婦
の
夫

●
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

（
1
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）　

○
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成 

風

検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

　

3
月
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
お

り
ま
す
「
検
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
の
上
、
集
団
検
診
を
ご

希
望
の
方
は
、
平
成
26
年
3
月
28
日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
推
進
課
ま
で

申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
個
別
が
ん
検
診
、
20
・
30

歳
代
検
診
は
申
込
み
が
不
要
で
す
。

詳
細
は
「
検
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
検
診
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
」
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
市
民

課
窓
口
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

保
健
推
進
課

　

℡
61
‐
２
４
０
０

からのお知らせ

介
護
保
険
料
の
決
め
方　

紀

の

川

市

上田内科クリニック 77-6690
梅田内科医院 77-7790
かしい小児科 77-3399
のだ小児科 78-1230
中田内科・胃腸科 77-2255
どばしクリニック 77-7700
阪口クリニック 75-2020
西岡内科胃腸科 66-2223
神戸坂口クリニック 64-1105
峰小児科 64-5735



17　　広報いわで　2014・3

　

国
の
負
担
25
％
の
う
ち
5
％
分
は

「
調
整
交
付
金
」
と
い
い
、
介
護
が

必
要
に
な
り
や
す
い
75
歳
以
上
の
高

齢
者
や
低
所
得
の
高
齢
者
が
多
い
市

町
村
の
介
護
保
険
料
が
高
く
な
り
す

ぎ
な
い
よ
う
に
、
市
町
村
毎
に
調
整

さ
れ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
占

め
る
調
整
交
付
金
の
割
合
は
全
国
平

均
5
％
で
す
が
、  

岩
出
市
は
、
全
国

平
均
よ
り
も
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以

介
護
保
険 

の 

し
く
み

　

介
護
保
険
制
度
は
、
岩
出
市
が
保

険
者
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

40
歳
以
上
の
方
が
加
入
者
（
被
保
険

者
）
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
費
用
の
一

部
を
支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
し
く
み
で
す
。　
　

長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198・189
　　　　　　　　長寿社会係　内線327　

介
護
保
険
は
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う
制
度
で
す

介
護
保
険
の
財
源　
　

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
は
、
自
己
負
担
分
（
原
則
と
し
て

１
割
）
を
除
い
た
う
ち
、
約
半
分
を

公
費
（
税
金
）
に
よ
り
国
、
県
、
市

が
負
担
し
、
残
り
の
半
分
を
40
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
保
険
料
で
ま
か
な

い
ま
す
。

【介護保険サービスの財源割合】

国（20％）
施設給付費 15％

岩出市
（12.5％）

〈第 2 号被保険者〉
40 ～ 64 歳の方の
保険料（29％）

〈第 1 号被保険者〉
65 歳以上の方の
保険料（21％）

和歌山県（12.5％）
施設給付費 17.5％

国（5％）
＊調整交付金

上
の
高
齢
者
）
の
割
合
や

低
所
得
者
の
割
合
が
低
い

た
め
、
平
成
24
年
度
は

２
．
53
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
調
整
交
付

金
が
5
％
よ
り
少
な
く

な
っ
た
分
は
、
65
歳
以
上

の
方
の
保
険
料
の
負
担
割

合
が
増
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
注
）
平
成
25
年
度
の
調

整
交
付
金
割
合
は
平
成
26

年
2
月
中
旬
に
確
定
し
ま

す
。

＊
国
の
調
整
交
付
金

　

介
護
保
険
制
度
で
は
3
年
ご
と
に

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の

方
の
介
護
保
険
料
は
、
こ
の
事
業
計

画
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
低
所

得
の
方
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
所
得
段
階
別
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
９
５
）

介
護
保
険
料
の
決
め
方　

　

認
知
症
の
方
の
介
護
で
相
談
す
る

人
も
お
ら
ず
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

岩
出
市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
介

護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
等
の
介
護
負

担
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
に
、
認
知
症
の
方
と
家
族
の
相
談

交
流
会
（
ぴ
あ
サ
ロ
ン
）
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
経
験

者
の
話
を
聴
い
て
み
た
り
、
ま
た
普

段
の
悩
み
を
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

3
月
26
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

○
会
場

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

会
議
室
Ｂ

○
対
象
者

　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る

家
族
（
事
情
に
よ
り
高
齢
者
本
人
の

同
伴
も
可
能
で
す
の
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
３
）

第 1 号被保険者の基準額の決め方〈介護保険料の計算式〉

岩出市で必要とする
サービスの総費用
（利用者負担分は除く）

×
65 歳以上の人の
保険料負担分  21％

岩出市の
65 歳以上の人数

＝
岩出市の
保険料基準額

※この計算式は基本的な算定方法をあらわしているので、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
相
談
交

流
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か　

岩出市の
65 歳以上の人数

実際の保険料額とは異なります。

ぴ あ サ ロ ンン
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　青少年女性係　内線282 青少年健全育成

～青少年を有害情報から守るために～
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

従
来
型
の
携
帯
電
話
以
外
に
も
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ゲ
ー
ム
機
等
を
通
じ

て
、
世
界
中
の
様
々
な
情
報
を
、
簡
単

な
操
作
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

近
年
は
、
学
校
教
育
で
も
利
用
さ

れ
、
青
少
年
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道

具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
暴
力
的
な

表
現
や
ア
ダ
ル
ト
画
像
な
ど
、
青
少
年

の
健
全
な
成
長
に
悪
影
響
な
情
報
に
触

れ
る
可
能
性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
事
件
・
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
、

・青少年の 99％がインターネット接続機器

を保有。

・スマートフォン保有者は大幅に増加。（携

帯電話／ＰＨＳは大幅減。）

・インターネットに接続する際、スマート

フォンを最もよく利用する青少年は大幅増。

・１日あたりの平均使用時間は 30 分未満が

最も多いが、スマートフォンについては「２

時間以上」が最も多く、半数を超えている。

（平成 25 年度青少年のインターネット・リ

テラシー指標総務省より）

　スマートフォンが急速に普及し、イ
ンターネットがますます身近になって
います。
　お子様の利用状況を確認し、上手に
インターネットを利用しましょう。

青少年のインターネット利用状況

安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
実
現

す
る
た
め
、「
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
整
備
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

春
は
卒
業
や
入
学
・
進
級
に
伴
い
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
購
入
や
買
い
替

え
が
多
く
行
わ
れ
る
時
期
で
す
。
子
ど

も
達
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
上
手
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
理
解
し
、
見
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
保
護
者
の
理
解
と
見
守
り
が
子

ど
も
達
を
守
り
ま
す
。

★
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

関
す
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ど
の
よ
う
な
機
器
が
必
要
か
検
討
す
る

②
発
達
段
階
に
応
じ
て
利
用
さ
せ
る

③
有
害
情
報
対
策
を
設
定
す
る

④
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

⑤
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
す
る

①
ど
の
よ
う
な
機
器
が
必
要
か
良
く
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
必
要
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
目

的
を
話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
携
帯
電
話
を
持
つ
必
要
性

と
責
任
」
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
、
有
害

情
報
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
は
情
報
モ

ラ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

初
め
て
利
用
す
る
際
に
は
、
保
護
者

と
一
緒
に
使
い
始
め
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
す
ぐ
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

目
の
届
く
範
囲
で
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
を
理
解

し
、
情
報
モ
ラ
ル
の
習
得
が
進
ん
で
き

た
ら
、
利
用
で
き
る
範
囲
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

③
子
ど
も
に
渡
す
前
に
有
害
情
報
対
策

の
設
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
は
18
歳
未
満
の
青
少
年
の
利

用
の
た
め
に
携
帯
電
話
等
を
購
入
す
る

場
合
は
、
携
帯
電
話
会
社
に
そ
の
旨
を

伝
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
、
許
可
し
た

サ
イ
ト
の
み
閲
覧
可
能
と
な
る
「
ホ
ワ

イ
ト
リ
ス
ト
方
式
」
と
不
適
切
な
サ
イ

ト
を
遮
断
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方

式
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

に
最
も
合
う
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
を
使
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
場
合
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
適
用
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ゲ
ー
ム
機
等
で
接
続
す
る
場
合
に

も
、
注
意
が
必
要
で
す
。

④
ご
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

ル
ー
ル
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
目
的
を
決
め
、
ル
ー
ル
の

必
要
性
を
子
ど
も
が
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

※
ル
ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
時
の
ル
ー

ル
を
事
前
に
決
め
る
こ
と
で
責
任
感
が

生
ま
れ
ま
す
。

⑤
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

家
族
間
で
の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
相

談
で
き
る
公
共
の
窓
口
も
多
く
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　　　  ●困ったときのウェブサイト●
・和歌山ネットパトロール　http://jarinko.net/

・ネット安全パトロール和歌山Web 相談窓口

　sodan@wakayama-c.ed.jp

・和歌山県警察サイバー犯罪対策室 http://

www.police.pref.

wakayama.lg.jp/cyber-main.html

・和歌山県警察相談窓口

＃ 9110　又は　073-432-0110
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暮らしの

情  報
岩出市役所…………………62-2141（代）
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先

　

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め

く
だ
さ
い
。

3
月
31
日
（
月
）
で
す
。

     

納 

期 

限

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
9
期

■
国
民
健
康
保
険
税
第
10
期

■
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

　

介
護
保
険
料 

第
10
期 

普
通
徴
収

     
子 
育 

て

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
等
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　
　

○
時
間　

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
受
付
期
間

　

3
月
24
日
（
月
）
か
ら
3
月
28
日

（
金
）
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
下
さ

い
。
受
付
時
間
は
９
時
か
ら
で
す
。

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

み
ん
な　

あ
つ
ま
れ

            　

い
わ
で
っ
子
！  

4 月実施 対         象 あそび    場所・時間 定員

　7日（月）

 21 日（月）

２歳児
（平成 23年 4月 2日生～
平成 24年 4月 1日生）

こいのぼり制作

ふれあい遊び

岩出市総合保健
福祉センター
（小ホール）

各 15組

   8 日（火）

 22 日（火）

１歳児
（平成 24年 4月 2日生～
平成 25年 4月 1日生）

各 10組

　4日（金）

  18 日（金）

0歳児
（平成 25 年 4 月 2 日以降
の生まれ）

岩出市総合保健
福祉センター
（和室）

各 10組

子 

育 

て 

相 

談

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育 

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

・
平
日
（
月
〜
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法
（
相
談
は
無
料
で
す
。）

　

ま
ず
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小

児
成
育
医
療
支
援
室
へ
電
話
で
相
談

し
て
い
た
だ
き
、
相
談
内
容
で
面
談

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決
め

て
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   

生
涯
学
習

ふ 

れ 

あ 

い 

学 

級

○
「
閉
講
式
＆
懐
か
し
の
歌
声
喫
茶   

♪
〜
あ
の
青
春
を
も
う
一
度
〜
パ
ー

ト
Ⅱ
」

○
講
師　

安あ
さ
か積　

恵え

み

こ
美
子　

氏

　
　
　
　

清し
み
ず水　

季き

し

こ
詩
子　

氏

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

3
月
5
日
（
水
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

3
月
7
日
（
金
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

3
月
10
日
（
月
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

3
月
11
日
（
火
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
付　

3
月
12
日
（
水
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）

保
育
所
・
保
育
園
児
の

保
護
者
の
皆
さ
ま
に

○
平
成
25
年
度
修
了
式
・
卒
園
式

◆
3
月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

　

岩
出
第
二
保
育
所

◆
3
月
25
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
〜

　

し
ら
ゆ
り
保
育
園

◆
3
月
26
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

　

山
崎
北
保
育
園

◆
3
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

岩
出
保
育
所
・
山
崎
保
育
所
・
根

　

来
保
育
所
・
上
岩
出
保
育
所
・
さ

　

く
ら
保
育
園

○
平
成
26
年
度
入
所
式
・
入
園
式

◆
4
月
2
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

さ
く
ら
保
育
園

◆
4
月
4
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

し
ら
ゆ
り
保
育
園

◆
4
月
5
日
（
土
）
午
前
9
時
〜

　

山
崎
北
保
育
園

◆
4
月
5
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

岩
出
保
育
所
・
山
崎
保
育
所
・
根

　

来
保
育
所
・
上
岩
出
保
育
所
・
お

　

ひ
さ
ま
保
育
園（
岩
出
第
二
保
育
所
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課 

児
童
福
祉
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
３
８
）
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相　

談

消 
費 
生 

活 

相 

談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消

費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

【
岩
出
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

3
月
11
日
（
火
）・
25
日
（
火
）

　

午
後
1
時
〜
4
時　

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

【
紀
の
川
市
開
設
】

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

3
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
〜
４
時　

　

紀
の
川
市
役
所
南
別
館
２
階

　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

3
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

人   
権   
相   

談

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

    

行  

政  

相  

談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

３
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

○
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館　
　

　
　
　
　

2
階
小
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

　

福
祉
課 

人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　
　
　

教   

育   

相   

談

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
学
習
や
生
活
、
子

育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

・
山
崎
北
小
学
校
・
上
岩
出
小
学
校

・
岩
出
中
学
校
・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
「
フ
レ
ン
ド
」

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

・
お
子
様
が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

・
教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
９
０
）

の
ど
ち
ら
か
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

     

募　

集

市
立
学
校

　

臨
時
職
員
の
募
集

　

市
立
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
臨
時

職
員
（
介
助
員
）
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

１
名

○
職
務
内
容　

支
援
を
必
要
と
す
る

　

児
童
生
徒
の
学
校
生
活
介
助
業
務

○
賃
金　

日
給
７
，
０
４
０
円

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

　

険
適
用

○
雇
用
期
間
及
び
勤
務
期
間

　

平
成
26
年
４
月
４
日
か
ら
６
ヶ
月

　

間
（
一
回
更
新
有
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
45
分
休
憩
含
）

○
そ
の
他　

教
員
免
許
状
所
有
者
、

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
所
有
者
歓

　

迎
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

３
月
17
日
ま
で

　
（
土
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

　

郵
送
可
能
（
３
月
17
日
必
着
）

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
採
用
に
つ
い
て　

　

提
出
書
類
受
付
後
、
後
日
面
接
を

　

実
施
し
ま
す
。（
3
月
22
日
面
接

　

実
施
予
定
。
詳
細
は
後
日
通
知
。）

○
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課 

学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
５
）
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暮らしの情報
岩
出
市
男
女
共
同
参
画

推
進
員
募
集
！

　

岩
出
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
社
会
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
、
男
性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
人
が

生
活
し
や
す
い
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
岩
出
市
男
女

共
同
参
画
推
進
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
活
動
内
容

　

主
に
次
の
４
項
目
に
つ
い
て
、
活

動
し
ま
す
。
ま
た
、
月
に
１
回
の
会

議
（
平
日
の
午
前
中
）
で
、
活
動
に

つ
い
て
決
定
し
ま
す
。

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
の

　

企
画

②
情
報
の
収
集
や
提
供

③
広
報
紙
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
の
作

　

成
④
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力
や
啓
発
活

　

動
○
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
の
岩
出
市
に
お
住
ま
い 

　

の
方

②
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、

　

自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

　

て
い
た
だ
け
る
方

○
申
し
込
み
方
法

　

市
役
所
に
備
え
付
け
の
「
岩
出

市
男
女
共
同
参
画
推
進
員
申
込
書
」

か
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別

⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
応
募
動
機
を

記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

申
込
書
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室 

男
女
共
同
参
画
担
当

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

e-m
ail

：koushitsu@
city.iw

ade.lg.jp

FAX岩
出
市
女
性
人
材
リ
ス

ト
へ
の
登
録
者
募
集

　

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
能
力
や

知
識
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

　

岩
出
市
で
は
、「
経
験
を
活
か
し

た
い
」、「
能
力
を
発
揮
し
た
い
」
と

い
う
女
性
を
「
岩
出
市
女
性
人
材
リ

ス
ト
」
へ
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
は
、
市
の
審
議

会
委
員
や
各
種
研
修
会
等
の
講
師
な

ど
の
候
補
者
を
選
定
す
る
と
き
の
人

材
情
報
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
も

の
で
、
そ
の
活
用
は
市
役
所
内
に
限

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い

て
も
徹
底
し
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

み
な
さ
ま
方
の
積
極
的
な
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
理

解
、
関
心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
女
性

で
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方

①
岩
出
市
民
、
ま
た
は
市
内
の
事
務

所
に
勤
務
す
る
方

②
仕
事
、
研
究
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
専
門
的
な

知
識
や
活
動
実
績
の
あ
る
方
及
び
有

識
者
ま
た
は
有
資
格
者

③
市
政
に
関
心
が
あ
り
、
地
域
の
発

展
に
熱
意
を
持
っ
て
貢
献
で
き
る
方

○
登
録
方
法

・「
岩
出
市
女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録

票
」
に
よ
る
申
請
方
式

・
登
録
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
岩
出
市
女
性
人
材
リ

ス
ト
登
録
事
業
実
施
要
領
お
よ
び
申

請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

・
他
薦
の
場
合
は
本
人
の
承
諾
を
得

る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
募
集
及
び
登
録
期
間

　

募
集
は
通
年
。
登
録
期
間
は
登
録

し
た
日
か
ら
登
録
者
か
ら
登
録
の
抹

消
の
申
し
出
が
あ
っ
た
日
ま
で
。
た

だ
し
、
市
長
は
登
録
が
不
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
抹
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参
画
担
当

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
８
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

e-m
ail

：koushitsu@
city.iw

ade.lg.jp

FAX防
衛
省
か
ら
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

 

幹
部
候
補
生

○
受
付
期
間　

　

2
月
1
日（
土
）〜
4
月
25
日（
金
）

○
受
験
日

　

一
次
試
験　

5
月
10
日
（
土
）

○
受
験
資
格　

20
歳
以
上
28
歳
未
満

　
（
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
、
26
歳

　

以
上
の
者
は
大
学
院
卒
。
詳
細
は

　

説
明
会
で
案
内
）

○
内
容　

部
隊
等
の
指
揮
官
（
リ
ー

　

ダ
ー
）
と
し
て
、
ま
た
、
部
隊
運

　

用
等
を
企
画
す
る
幕
僚
（
責
任
者
）

　

と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

 

予
備
自
衛
官
補

　
　
　
（
一
般
公
募
・
技
能
公
募
）

○
受
付
期
間

　

1
月
8
日（
水
）〜
4
月
2
日（
水
）

○
受
験
日
（
い
ず
れ
か
1
日
指
定
）

　

4
月
11
日
（
金
）
〜
15
日
（
火
）

○
受
験
資
格　

　
（
平
成
26
年
7
月
1
日
現
在
）

・
一
般
公
募

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

・
技
能
公
募

　

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
者
で
国
家

　

免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

○
内
容　

普
段
は
社
会
人
や
学
生
で

　

あ
っ
て
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は

　

自
衛
官
と
し
て
社
会
の
た
め
に
貢

　

献
し
ま
す
。

※
3
年
以
内
に
50
日
の
教
育
訓
練
を

受
け
、
終
了
し
た
者
は
予
備
自
衛
官

（
年
間
5
日
間
の
召
集
訓
練
）
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
。

■
募
集
説
明
会

○
日
時　

3
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

予
約
不
要
（
随
時
説
明
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。）

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階
A
会
議
室
（
15
日
）

　
　
　
　

2
階
研
修
室　

  （
16
日
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９
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3
月
1
日
（
土
）
〜

　
　
　
　

4
月
15
日
（
火
）

　

必
着

◆
第
1
次
選
考
（
書
類
選

考
）
後
、
4
月
下
旬
に
説
明

会
及
び
第
2
次
選
考
。
最
終

選
考
日
は
5
月
18
日
（
日
）

14
時
か
ら
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
。

○
問
い
合
わ
せ
先

根
来
塗
講
座

　
　
　

受
講
生
募
集

   

講
座
・
催
し

　

根
来
塗
を
岩
出
市
の
伝
統
工
芸
と

し
て
広
め
、
そ
の
技
術
を
永
く
後
世

に
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
根
来
塗
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
受
講
対
象
者　

岩
出
市
在
住
の
方

○
募
集
定
員　

15
名
（
申
込
多
数
の

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。）

○
受
講
期
間　

３
年

○
講
座
日　

毎
週
２
回

　
　
　
　
　
（
水
曜
日
と
土
曜
日
）

※
月
に
４
〜
６
回
程
度
の
受
講
が
目

　

安
で
す
。

○
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
民
俗
資
料

館
へ
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
た

だ
し
、
電
話
に
よ
る
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間
（
必
着
）　

　

３
月
１
日（
土
）〜
４
月
９
日（
水
）

根
来
塗
講
座

　
　

受
講
生
作
品
展

　

根
来
塗
講
座
受
講
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
講
座
で
技
術
を
磨
い
て

き
た
受
講
生
達
の
成
果
を
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
展
示
期
間　

　

３
月
21
日（
金
）〜
４
月
14
日（
月
）

○
入
館
時
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
、
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
展
示
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
休
館
日　

　

３
月
24
日
（
月
）、
25
日
（
火
）

　

４
月
８
日
（
火
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９

岩
出
市
文
化
協
会
に

　
　
　

よ
る
作
品
展
示

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

岩
出
お
し
花
ク
ラ
ブ｣

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
名　

岩
出
お
し
花
ク
ラ
ブ

○
期
間　

　

３
月
２
日（
日
）〜
３
月
８
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
の

　

展
示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日　

３
月
の
休
館
日
は
、
毎

　

週
火
曜
日
と
24
日
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
５
）

　

本
年
45
周
年
を
迎
え
る
一
般
社
団

法
人
那
賀
青
年
会
議
所
は
、
那
賀
地

域
の
活
性
化
と
地
域
力
強
化
の
た
め

に
、「
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
発
掘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
ま
す
。

○
活
動
目
的　

　

営
利
を
目
的
と
し
た
活
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
岩
出
市
・
紀
の
川
市
を

中
心
と
し
た
和
歌
山
及
び
同
青
年
会

議
所
の
ｐ
R
を
最
重
要
活
動
目
的
と

し
ま
す
。

※
芸
能
界
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
第
1
期
活
動
期
間

　

最
終
選
考
終
了
後
２
０
１
４
年
12

　
月
末
ま
で
。

○
応
募
条
件
・
注
意
事
項

　

那
賀
地
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
18
歳

以
上
の
男
女
（
２
０
１
４
年
4
月
1

日
現
在
）。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。

※
未
成
年
者
は
親
権
者
の
同
意
が
必

　

要
。

○
応
募
方
法

　

同
法
人
H
P
の
応
募
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

と
一
緒
に
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

応
募
。

○
募
集
期
間

ご
当
地
ア
イ
ド
ル

　

発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ア
イ
ド
ル
募
集
！

検 索f 45 周年実行委員会  那賀青年会議所

　

那
賀
青
年
会
議
所
事
務
局

　

℡
62
‐
８
３
２
５

　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後  

　

4
時
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63
‐
１
４
９
９

▲根来塗

岩
出
市
女
性
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す

○
日
時

　

３
月
5
日
（
水
）

　

午
後
１
時
受
付

　

午
後
１
時
30
分
開
会

○
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階　

  

　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
内
容

　

講
演
会　

　
「
笑
い
と
健
康
」

　
　

〜
音
の
癒
し
に
つ
い
て
〜

　

西
本
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　

西に
し
も
と本　

真し
ん
じ司　

氏

※
手
話
通
訳
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
女
性
会
議
事
務
局

　
（
市
長
公
室
内
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
２
２
）
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暮らしの情報

工
学
系
卒
業
者
で
和
歌

山
県
内
で
仕
事
を
お
探

し
の
方
へ

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

用
品
の
貸
出
に
つ
い
て

◀
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品

『
消
す
ま
で
は　

　
　
　
　

心
の
警
報　

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

平
成
26
年　

春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
実
施

○
期
間
（
7
日
間
）

　

３
月
１
日（
土
）〜
３
月
７
日（
金
）

○
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

○
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

―
３
つ
の
習
慣
―

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

―
４
つ
の
対
策
―

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

　

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

　

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　

る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

危
機
管
理
係

南
消
防
署　

災
害
対
応
特
殊
救
急
自

動
車
更
新
に
つ
い
て

　

近
年
、
高
齢
化
の
進
展
、
疾
病
構

造
の
複
雑
多
様
化
、
救
急
業
務
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
救
急
業
務
は
、

今
や
市
民
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
業
務
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。

　

那
賀
消
防
組
合
で
も
1
年
間
に

５
，
０
０
０
件
弱
の
救
急
出
動
件
数

が
あ
り
、
南
署
は
、
紀
の
川
市
を

中
心
に
岩
出
市
も
含
め
年
間
約
１
，

５
０
０
件
の
救
急
事
案
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

本
救
急
車
は
、
こ
れ
ら
の
事
案
に

対
応
す
る
那
賀
救
急
41
号
の
更
新
車

両
と
し
て
配
備
し
ま
す
。

　

救
急
車
に
は
、
最
新
の
医
療
機
器

や
資
機
材
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
更
な
る
救
命
率
の
向

上
を
図
る
べ
く
、
救
急
・
救
命
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
組
合 

警
防
課

　

℡
61
‐
１
７
９
３

   
お
知
ら
せ

3
月
は
、「
自
殺
対
策

強
化
月
間
」
で
す

　

全
国
の
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ
る
方

は
、
平
成
25
年
で
２
７
，
１
９
５

人
（
速
報
値
）
で
、
2
年
連
続
年
間

３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
自
殺
で

亡
く
な
ら
れ
る
方
は
こ
こ
数
年
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま

だ
多
く
の
方
が
自
ら
命
を
絶
た
れ
て

い
ま
す
。

　

自
殺
の
要
因
は
ひ
と
つ
で
は
な

く
、
社
会
構
造
・
経
済
的
要
因
等
が

絡
み
合
っ
た
複
雑
な
問
題
が
背
景
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
殺
未
遂
者
は
亡
く
な
ら
れ
る
方
の

数
倍
あ
る
と
言
わ
れ
、
自
殺
が
家
族

や
地
域
に
与
え
る
心
理
的
・
社
会
的

影
響
は
多
大
な
も
の
で
す
。

　

自
殺
を
防
止
す
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
、
周
囲
に
い
る
人
た
ち
が
悩

み
に
気
づ
き
、
早
め
に
専
門
家
に
つ

な
ぎ
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
で
す
。

こ
の
月
間
を
機
会
に
、
自
分
や
周
囲

の
人
た
ち
の
心
の
健
康
・
命
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課 

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

　

市
で
は
、
児
童
の
登
下
校
時
の
警

戒
、
夜
間
の
見
回
り
等
を
行
っ
て

い
る
自
治
会
、
そ
の
他
の
団
体
に
対

し
、「
腕
章
、
防
犯
ベ
ス
ト
、
青
色
灯
、

自
転
車
パ
ト
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
」
等

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

交
通
防
犯
係　
　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）

　

和
歌
山
高
専
の
「
和
歌
山
県
工
科

系
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

和
歌
山
高
専
で
は
県
内
に
Ｕ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
卒
業
生
を
対
象
に

「
県
内
企
業
の
技
術
者
採
用
情
報
」

を
毎
月
メ
ー
ル
で
送
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
「
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学

部
」、「
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
」

の
卒
業
生
他
、
県
内
出
身
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
方
で
あ
れ

ば
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。

　

県
内
企
業
か
ら
の
採
用
情
報
の
た

め
、
他
で
は
得
に
く
い
情
報
も
期
待

で
き
ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い

る
方
は
登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

も
お
受
け
し
ま
す
。
な
お
、
お
問
い

合
わ
せ
や
登
録
、
個
人
情
報
に
関
す

る
守
秘
は
徹
底
し
ま
す
。

○
協
力
企
業

・
企
業
数　

70
社
強

・
企
業
の
所
在
地　

　

和
歌
山
市
周
辺
〜
西
牟
婁
郡
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
高
専
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
　

http://w
w
w
.w
akayam

a-nct.ac.jp/

　

和
歌
山
高
専　

総
務
課　

　

総
務
・
企
画
係

　

℡
０
７
３
８
‐
29
‐
８
２
９
９

e-m
ail

：u-turn@
w
akayam

a-nct.ac,jp

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
２
２
）
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ス
ポ
ー
ツ

総
合
体
育
館

　

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
15
日(

土)

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

総
合
体
育
館

　

℡
62
‐
０
３
７
０

第
8
回
岩
出
市
民
卓
球

大
会
を
開
催
し
ま
す

○
主
催　

岩
出
市
卓
球
協
会

○
日
時　

3
月
16
日(

日)

　
　
　
　

午
前
9
時
開
場

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
開
会

○
場
所　

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

○
種
目

《
個
人
戦
》

①
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

②
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

③
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

④
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑤
高
校
・
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑥
高
校
・
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑦
60
歳
以
上
男
シ
ン
グ
ル
ス

⑧
60
歳
以
上
女
シ
ン
グ
ル
ス

《
団
体
戦
》

⑨
中
学
生
男
子
団
体

⑩
中
学
生
女
子
団
体

⑪
高
校
・
一
般
男
子
団
体

⑫
高
校
・
一
般
女
子
団
体

※
⑨
〜
⑫
の
全
て
を
４
〜
６
人
制
と

　

し
、
オ
ー
ダ
ー
は
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｗ
・
Ｓ
・

　

Ｓ
と
す
る
。

※
中
学
３
年
生
は
高
校
・
一
般
の
部

へ
の
出
場
と
す
る
。

○
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

○
参
加
料　

無
料

○
参
加
申
込

　

参
加
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
市
民

総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
3
月
７
日(

金)

午
後
5
時

ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

＊
岩
出
市
卓
球
協
会
主
催

○
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
体
育
館

　

℡
62
‐
０
３
７
０

   

大
会
結
果

第
5
回
和
歌
山
県

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

新
人
大
会

○
日
時　

12
月
23
日(

月)

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

宮
本
翔
央
・
門
田
和
馬

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

門
田
和
馬

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

内
匠
穂
華
・
原
綾
花

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

3
位　

杉
山
陽
香

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

第
26
回
紀
北
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

12
月
23
日(

月)

○
場
所　

河
南
総
合
体
育
館

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

１
位　

田
中
晴
人
・
下
村
佳
生

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

下
村
佳
生

▽
女
子
６
年
生
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

玉
井
里
歩
・
久
保
日
那
花

３
位　

﨑
山
春
菜
・
早
川
七
々
海

▽
女
子
６
年
生
シ
ン
グ
ル
ス

第
36
回
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　

紀
北
大
会

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）　

○
場
所　

か
つ
ら
ぎ
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
単
独
演
武

※
小
学
３
年
生
の
部

６
位　

寺
本　

佳
弘

※
小
学
４
年
生
の
部

６
位　

堀
内　

洸
希

※
小
学
６
年
生
の
部

３
位　

堀
内　

栄
希

＊
岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

２
位　

久
保
日
那
花

▽
女
子
５
年
生
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

浦
上
路
望
・
北
東
瑠
海

▽
女
子
４
年
生
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

髙
垣
凜
乃
・
山
本
乙
希

＊
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
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【問い合わせ先】　和歌山県植物公園緑花センター

〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの 3 月の休園日

4 日 （火） 11 日 （火）

18 日 （火） 25 日 （火）

〔電話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔住所〕和歌山県岩出市東坂本672

　平成 26 年度に市民の方へのお知らせに使用する圧着はがきの裏面に
広告を掲載する企業・団体を募集します。詳細については、市ウェブサ
イト（新着情報）をご覧ください。

◆募集広告枠　1 枠　広告サイズは、縦 10㎝×横 9㎝　版の色は青１色
◆募集部数　　5 万枚（各種健康診断等のお知らせに使用予定）
◆広告掲載料　10 万円（消費税及び地方消費税を含む）
◆募集期間　　3 月 3 日（月）～ 3 月 14 日（金）

圧着はがきの裏面に広告を掲載しませんか？

問い合わせ先　総務課情報推進室　℡ 0736-62-2141（内線 136）

市が使用する

展示会

開催時間は 9:00 ～ 17:00［最終日は 16:30 まで］

即売もあります

第 46 回春らん展　3 月 15 日（土）、16 日（日）

春らん遅咲き展、野性ラン展
3 月 29 日（土）、30 日（日）

◀
第
45
回
春
ら
ん
展

◀
前
回
の
遅
咲
き
展
の
様
子

ワクワク教室

事前の申込みが必要。開催時間は 13:30 ～ 16:00

シンビジウムの植え替え教室　3 月 16 日（日）
※材料費 1,000 円必要。ご自宅で育てている株分
けが必要なシンビジウムの鉢を持参ください。

楽しい盆栽の作り方教室　3 月 23 日（日）
※相談したい盆栽があれば持参ください。

◀
植
え
替
え
の
様
子

イベント

桜咲く咲く落語会　3 月 22 日（土）
開催時間 13:30 ～ 15:30

箏・桜コンサート　3 月 23 日（日）
開催時間 13:30 ～ 14:30

　
　
　

広
告

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）
・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 222・225）
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 　岩出図書館をはじめ図書施設等で、図書館活動に参加される方を募集しています。
○活動内容　　　館内利用案内、書架整理、絵本などの読み聞かせ、寄贈図書の整理、本の修理、展示・布絵本
　　　　　　　　などの製作、館内外の整理、美化活動など。

○応募資格　　　図書活動等に関心のある方。
○報酬など　　　報酬及び交通費は無償 (ボランティア保険に加入します )
○申込方法　　　登録票記入後、岩出図書館に申し込みください。
　　　　　　　　（登録票は岩出図書館カウンター前にあります。）

～あなたも図書館ボランティアをしてみませんか？～

岩出市子ども読書の日
　3月の第 3土曜日（今年は 3月 15 日）は「岩

出市子ども読書の日」です。一人で読むのもいい

けれど、たとえば家族と読んでみたり、お友達と

読んでみたり…。

　岩出図書館や、学校の図書室、学級文庫、おう

ちにある本など、いろんなところにある本がみん

なに読んでもらうのを待っています。まずは１ペー

ジ、ひらいてみませんか。新しい出会いや発見が

待っていますよ。

   2 日（日）・   9 日（日）・・・「おはなしドロップス」
16日（日）・ 23 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1時 30分から　岩出図書館おはなし室　　

  8 日（土）・・・「おはなしのじかん」

　午後 2時から

　総合保健福祉センター図書室おはなし室　　

★おはなし会★３月

図書館スタッフによるおはなし会

図書館ボランティアによるおはなし会

  22 日（土）・・・「おはなしパレット」
　午後 3時から　岩出図書館おはなし室

雑誌リサイクルフェア

　岩出図書館の利用カードの登録をしている方を

対象に保存期限の過ぎた雑誌（平成 22年度購入分）

をリサイクルとして皆様にお譲りします。

◆日時　3月８日（土）
　　　　午前の部　午前 10時～正午

　　　　午後の部　午後   2 時～４時

　　（午前の部では平成 22年度上半期購入分、午

　　後の部では平成22年度下半期購入分をご提供

　　します。）

◆場所　岩出図書館大会議室
◆対象　岩出図書館の利用カードの登録をしてい
　　　　る方

◆その他　申込みは不要です。
　詳細は、岩出図書館ウェブサイトまたは図書館

に設置しているチラシをご覧ください。

無  料
参  加

　総合保健福祉センター図書室は、３月 2日（日）、

ふれあいまつりのため、臨時休室となります。

　ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

＊岩出図書館・駅前ライブラリー・中央公民館図

書室・上岩出地区公民館図書室は通常どおり開館

しますので、ご利用ください。（分館・分室で借り

た図書の返却もできます。）

臨時休室のお知らせ注
目
！

ふらっとシアター
　第 4 回は、まだ人種差別が大きな問題となっていたアメリカで実際にあったエピソードを基にしたスポー
ツ・ヒューマン・ドラマ「タイタンズを忘れない」を下記のとおり上映します。ぜひご参加ください。
○日時　３月 14 日（金）　午後１時 30 分～
○場所　岩出図書館大会議室　※入場は無料   （先着１００名）
○問い合わせ先
　福祉課　℡ 62 ‐ ２１４１（内線３２１）

　岩出図書館　℡ 62 ‐ ７２２２
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

３月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りることができます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみで、貸出・延長はで
きません。

日 土金木水火月 日 土金木水火月
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

3 月 15 日（土）～ 16 日（日）

午前 10 時 30 分から　　定員　100 名　

「はらぺこあおむし」（33 分 )

「ゆきちゃんのこんにちは」（19 分）

「こびと観察入門　カブト　タケノ　ノミビョウタン　

編」（31 分）

3 月 15 日（土）

　群読
　「ひなまつり」「角

つのはず

筈にて」　劇団東京ルネッサンス図 書

つ り

館

とき

ところ 岩出図書館大会議室

　すべての催しは無料です。

　他にも、図書貸出用の福袋コーナーや布絵本・壁面飾

りの展示などもありますので、ぜひ図書館まつりにお越

しください！

　詳細は、岩出図書館ウェブサイトまたは図書館に設置

しているチラシをご覧ください。

3 月 16 日（日）

　午前 10 時 30 分～正午

　午後 2 時～ 3 時 30 分

　図書館ボランティア「おはなしドロップス」の皆さん

が、絵本・紙芝居の読み聞かせ・語り・エプロンシアター・

むかしむかしのおはなし

アニメ上映会 劇団東京ルネッサンス

　「サザエさん」のマスオさん役、「それいけ！アンパ
ンマン」のジャムおじさん役などでおなじみの声優・
増岡弘氏を中心に、テレビ・ラジオ・舞台で活躍中の
俳優・声優たちが所属。現代劇・時代劇・ミュージカル・
落語など、多彩な活動を行っており、また最近では各
地で「群読」公演を行い、絶賛されている。

  手話通訳
一時保育あり

人権講演会

　午後 2 時から　　　　定員 100 名　事前申込要　

　一人ですべてを読む〈朗読〉に対して、〈群読〉は一

人ひとりの登場人物を演じる俳優たちと地の文を語るナ

レーターとが呼吸を合わせて一つの物語を紡ぎます。出

演者たちが椅子に座ったまま声のみで演じるセリフとナ

レーション、そして音響効果、つまり音声による「聴く

演劇」です。視覚的なイメージを固定してしまう〈演劇〉

と比べて〈群読〉は観客の想像力の翼を広げてくれます。

　今回は、直木賞作家　浅田次郎氏の作品を通して、人

権の問題を感動のうちに伝えてくださいます。

パネルシアターなどにより「むかしばなし」をしてくだ

さいます。お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあ

ちゃん、お子さん、お孫さんと一緒にむかしばなしを聞

いて、ほっこりとした時間をお過ごしください。

ま

地で「群読」公演を行い、絶賛されている。
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市の人口と世帯（平成 26年 1月末現在）
総人口 : 53,463 人（男 : 25,874 人　女 : 27,589 人）
世帯数 : 21,349 世帯　　

、


